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Abstract　 When 　lan騨 ge　leamers　s加dy　their　target　l｛mg し聡 ge，　their  owledge 　of

vocabUlary 　is　very 　limited．　 Theref（）re
，
　how 　eMciently 　they　rnemorize 　vocabUlary 　Will

be　one 　of 　the　keys　to　j皿 rprove　their　language　ability ．　The　me 出od 　of　repeati皿g　is　often

used 　to　irnprove　learnefs　rea（  g　and 　hsten血g　ability　in　high　schools ．　 This　stUdy

examined 　the　effects　of 　repea 血 g　to　memoriZe 　60　English　words ．　 The　research 　founq

fbr　learners
，
　longer　words 　may 　be　more 　di缶 cult 　to　memo 血 e　than　shorter　wordS ．

1．は じめ に

　第二言語学習では
，
母 語 と異な る音韻組織や リズ ム ，イン トネーシ ョ ン ，文法構造な どを理解

しなくて はな らない ため，学習者に と っ ては 困難な要素が多い
。 聴い た もの を理解した り覚えた

り，第二 言語で書かれた もの を読む場合におい て も，母語の学習に比 べ 複雑で記憶 へ の 負担 も非

常に大き くな る こ とが予想 され る。第二 言語で の リーディ ン グや リス ニ ン グは記憶 と
．
重要 な関連

があ り，多 くの 研究では ， 第
一
看 語の 場合は記憶処理能力が第

一
言語 よ り低くなるこ とを示 唆 し

て い る （SegalewitZ＆ Hebert，1990；Kehn ＆ Doye ，1998；　Yoshida，　2000）。

　第二言語で ある英語力 を向上 させ るための 学習方法 の ひ とつ として，学校の 授業で は リピ
ー

テ

ィ ン グや音読などが よ く行われ て い る 。 聴い たもの を リピー トした り， それ を音読 した りするこ

とは， リス ニ ン グや リ
ー

ディ ン グカの 向 hに 効果があ る と考 え られ て お り（Amer，　 1997； 門 田，

2007；玉井 ，
1999；｝lirai

，
1999），語彙習得に も大 きな効果をもた らすだろ うこ とが予測 され る 。 リ

ピー
テ ィ ン グは音韻記憶 に も大 きく関連 して い る。 Baddeley（1986，

】999），　Baddeley　and 　Hitch（1984）

の 作動記憶モ デル で は ， 言語的情報が 解読 される迄の 聞 ，

一
時的に音声の 保持機能を行 う音韻ル

ープの 容量は 固定 され た項 目数で は な く， 約 2秒間で発声で きる項 目数で あるとされ る。 そ して

音韻ル ープに
一時的に記憶され たもの は ， 声を出す か心の 中で リピー トして 再活性化 しなければ

急速に減衰 して い くと考え られ てい る 。

　作動記憶 の 研究 の
一

例 として ，Gathercole　and 　Baddeley（1989）は ，作動記憶の 音声を リ ピー
トす

る能力が ，幼児の 語彙習得に 与 える影響 を調査 した 。 4 歳児に長 さの 異 なる無意味語を用い て リ

ピ
ー

トさせ た結果 ，彼 らの リ ピー
トす る能力 が 1年後の 母国語の 語彙数 を予測す るこ とを確か め

た。こ の 実験で は ，更 に，リピ
ー

トす る の が 苦手な 子供は ，上手 な子供 に比 べ 名前を覚える の も

遅い こ とも確 か め られた 。 R （＞dgers（1969）は彼の 実験で ， 発 音が難 しい 外 国語 の 単語は ，発音が
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簡単な 単語 よ りも習得が遅い こ とを報告 して い る。

　こ れ らの 研 究か ら判明 して い る こ とは ， 被験者が作動記憶内 の 音響的情報を リ ピー
トで きる長

さは，そ の 人 の 母 国語や 外国語 の語彙習得の レ ベ ル を予 知する こ とがで きるこ とと，外 国語の 新

語が どの 程度習得で きるか は，そ の 新語を作動記憶の 短期記憶域で どの程度正確に早 くリ ピー ト

す る こ とが で きる かに よ っ て 決ま っ て くる点で あ る （二谷 1999）。記憶保持 の 効果 を高 め，新情

報 を 早く効率的に理解するよ うにするた め に は
， 先ず作動記憶 へ の 負荷を軽減す る必要があ る 。

その ために ， 発話 を正確 にかつ 速 く発 音す る訓練 を し， 発話 を聞い た後 ， その発話 を約 2秒以内

で
…
気 に正確 に リピー トで きる発話 の 語数 を多くして い く練習が必要で ある と考 え られて い る

（二 谷　1999）。

　本研 究は Baddeley（1986，
　1999）の 作動記 憶モ デル を考慮に入 れ た もの で ，学生の 単語学習にお

ける リピーテ ィ ン グの 効果 を調査す るため，3 グル
ープで 3 種類の 方法で実験 を行 い ，それぞれ

の 方法が意昧記憶に及ぼす影響を調査 した 。また ，実験直後の 単語テ ス トと 3 日後の 単語テ ス ト

を実施 し ， リピー
テ ィ ン グの 効果 が短期 の 記憶 と長期 の 記憶に与 える影響の違い を調査 した 。 実

験で使 用 した単語 リス トには ，
シ ラブル 数 の 異なる単語 を用い て被験者に英単語 を記憶させ ，発

音す る単語の 長 さに よっ て意味的な記憶の 度合 い に違い がある の か に つ い て も調査 した 。

2、研究

2．1 研究課題

（1）英 単語 の 長 さは意 味を記憶す る場合 に影響 を与 えるか。

  英 単語学習におい て ， 声を出 して の リピーテ ィ ン グは意味記憶の 効果を高 めるか 。

（3）英単語を リピー
トす る時 ， 同時に行 う日本語訳の 音読は英単語 の 意味記憶を向上 させ るか 。

2．2 被験者

　18歳か ら 19歳迄の 高等専門学校 4 年生の 学生，78名が調査に参加 した。被験者達全員の 英語

能力 レ ベ ル で の等質性の 調査を した L で （F （2，
75）rOO1 ，pr999 ）俵 1）， クラ ス 毎に実験群 1

， 実

験群 2，統制群 の合計 3 グル ープ に分け ， それぞれの 練習方法で各 グル ープが どの くらい の 数の

英単語 の 意味を記憶で きる か を調査 した。

・実験群 1 ：英単語 だけを リピー トする。単語 リス トを見なが らテ
ープ に録 ぎされ た英 単語 の 発

　　　　　 音を聴 き，2 回 リピ
ー

トして英単語 の横 に書かれ て い る単語の 日本語訳を記憶す る。

　　　　　 日本語訳は録音され て い ない
。 筆記は しな い

。

・実 1験群 2 ：英単語 を リピー トし 日本語訳 を音読する。単語 リス トを見なが らテ
ープ に録音 され

　　　　　 た 英単語 の 発 音を聴き 2 回 リピ ー
トし，英単語の 横に書かれ て い る R 本語訳も 2 回

　　　　　 音読 して記憶する 。 ただ し ， 日本語 訳 は録音され て い ない 。 英単語 と 日本語訳 を 2

　　　　　 回 リピ
ー

トす るため ，発話速度が 実験群 1 よ り速 くなる。筆記 は しない
。

・統制群 ： 何 も リ ビー
トしな い

。 単語 リス トを見なが らテ
ープに録音され た英単語の 発音を聴
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き英単語 とそ の 日本語訳 が書い て ある単語 リス トを見 るだけで 暗記する。声は 出 さ

ず筆記 もしない
。

2．3　実験材料

2．3．i　 Pretest

　被験者達全員の 英語能カ レ ベ ル で の 等質性 の 調査には ACE テ ス ト （英語運用能力評価協会）

を使用した。分散分析によ り，グル
ープ間の 等質睦を確認 した （F （2，

75）＝．OO1
，p 　

一＝．999）。

表 1ACE

　Testの結果

Grou 度数 平均　　標準偏差　　 Min Max
123

合計

66

鵡
UOO

20

乙

27

455，31　　　　　63，946

456，04　　　　　70，827
455，50　　　　　63　25フ

455，62　　　　　65，235

360334355334657599634657

GrOirp1＝ 統帯ll君羊，　2＝＝実馬寅君羊　1，　3＝ 黙 寅群　2

2．3．2 録音 した単語 と Post・Test・1，2 （単語 テス ト）（資料 1
，
2）

　本研究にお い てテ
ープで読ま れた英単語は ，被験者達が使用 した教科書には含まれて い な い 未

知 と思 われ る英単語 60 語 を選択 し，異なるシ ラブル 数，1〜3 シ ラブル の 単語 がそれぞれ 20 語ず

つ 含まれ るよ うに構成 した。品詞 は名詞 （普通名詞，抽象名 詞），動詞，形容詞の 4 種類が含まれ

る。

（1）実験用英単語 リス トと録音方法 （資料 1）

　A4
，

1枚の 紙に シ ラブ ル 数が 1〜3 迄 の英単語が 4 語ずつ
， 合計 12語 とそ の 日本語訳を書い た

単語 リス トの 紙を 5枚，合計 60語作成 した 。 それぞれの 紙 の 12語 は ， 1枚 目か ら 5 枚 日迄，順

番 にカ ナ ダ人 の 母語話者が読み録音 され た 。 英単語が読まれた 直後に被験者が そ の 単語 を リ ピー

トする時開 として ，読まれた 単語の 4倍 の ポーズ （約 4秒）が置 かれ ，更 に 6 語読んだ後 に は 8

秒の ポーズ を置い た．読まれ た速度は 12fwpm ．で あ る。

（2）Post・Test・1，2 （単語テス ト）（資料 2）

　Pest　Test　1 は作動記憶を調査す るもの で
，合計 60 語 を 1回に 12 語ずつ 5 回に分 けて 実施 し た

。

被験者達が 12語ず つ テ
ープで 単語 を聴 き ， リピー トした直後に実施 した 。 5 回の 単語テ ス トは，

テ
ープで聴 い た 12 語 の 英単語 の 日本語訳を選択肢か ら選ぶ形式で行 っ た。PoSt　Test　 1 の 結果 は

QUIZ　lか らQUlz　5 の 合計点で あ る。

　長期的な記憶を調査す る Post　Test　2 では，　Post　Test　1 と1司 じ単語 テ ス トを使用 したが 5 回 の テ ス

トを 1度で実施 した DPost
　TeSt　2 も Post　Test　1 と同様 ， それ らの 合計点 で ある 。
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2．4　手順

　実験群 1 と 2 ， 統制群の 3 グル ープ に別 々 の 教室 でテ
ープを聴かせ ， それ ぞれ の 練習方法で 1

枚 目の 単語 リス トの 12語 の英語 を聴 き終 えた後，1回 目の 単語テ ス トで ある QUIz　1を実施 した。

テ ス ト時聞は 1 分で行 っ た 。 1 回 目の テ ス ト終了後，すぐに 2 枚 目単語 リス トに書い て あ る次の

12語 の 英単語をテ
ープで聴 き，再度それ ぞれ の グル

ープ の や り方で練習を行っ た 後，2 回 目の 単

語テ ス トQUIZ　2 を実施 した。同様に，3 枚 目か ら 5枚 目迄それぞれの テープ を聴 き， 練習を行 っ

た 後に，単語テ ス トで ある Qulz　3 か ら 5 を実施 した。　Post　Test　1 は 5回の 単語テス トの 合計で あ

る。3 日後 ， 長期的な記憶効果を調査するた め の Post　Test　2 を各グル
ープ で再度実施 し ， 実験直

後の 被験者達の 記憶 と比較 した 。 Post・TeSt・2 は 6分で行っ た 。

2．5 分析

　分析で は，研究課題 で挙げた 「英単語 の 長さは意味を記憶する場合に影響を与えるか d，
「英単

語学習に於い て，声を出 して の リピーテ ィ ン グは意味記憶の 効果 を高めるか 」，「英単語 を リピー

トする時，同時に行 う目本語訳の 音読は英単語の 意味記憶を向上 させ る か 」の 3 点に焦点を当て ，

Post・TeSt・1 とPost・Test・2 の それぞれ の 合計点 とシ ラブ ル 毎の 単語テ ス トの 結果 を記述統計 と分散分

析，多重比較分析 にか けて 平均値 の 違い を調査 し，各 グル ープ 間で の 違い を確か めた （表 2
，
3

，
4）。

3．結果

　分析結果で は，テ
ープに録音された英単語 を聞い た直後に行 っ た P。st　Test　1（合計 60語）で の，

被験者が思 い 出せ た単語 の 合計の 平均数は ， 統制群が 54．6 語，巽験群 1 が 51 語，実験群 2 が 53

語で ，僅か で はあるが統制群が一
番多く，実験群 2，実験群 1 の 順序となっ た。しか し，グル

ー

プ間の 違 い に於 い て，有意差は見 られ なか っ た （図 1
， 表 2

，
3

，
4）。

　分析で は，殆 どの 単語テ ス トの 結果で グル
ープ間 に有意な差が 見 られ なか っ た。ただ

・
っ 有意

な差が見 られ た も の は，PeSt　Test　1 に お ける シ ラブル 数が 3 の 単語群に 於い て で あ っ た 伊（2，75）＝

4．175
，p − ．019）。 多重比 較に よ っ て 更に詳 しくグル ープ間の 違い を見てみ ると，

シ ラブル 3の 単語

で は，統制群 と実験群 ／ に優位差が見 られた こ とが 分か っ た （図 2，表 2，3，4）。

　Post・Test　1 は被験者達が単語 を記憶 した直後の 作動記憶を調査 した結果 で ある 。
　 Post　Test　1 で ，

各 グル
ー

プ が それぞれ の 練習方法で 同様 に実験 を行 っ たの に ，シ ラブル 数 の 少な い 1 シ ラブル の

単語 や 2 シ ラブル の 単語で は有意差 が出ず，3 シ ラブル の 単語だ けに有意差が見 られた結果 か ら

推測 され るこ とは ， 被験者に とっ て長い 単語は短い 単語 よ り発音する の に時問もかか り，更 に 日

本語 訳を記憶す る と い うこ とにな ると，作動記憶 にか な りの 負荷がか かるの で はない か とい う こ

と で あ る 。 英単語 の 意 味を記憶する揚合に は，英 単語 と 日本語 との 両方 を記憶 しな くて は な らな

い 。 そ の ため ，英単語 だ けを記憶す る場 合 と同様，シ ラブル 数の 多い 英単語 は ， 意味記憶に つ い

て も影響を与え る こ とが推測で き る。3 日後 に実施 し た Post　Test　2 の 長期記憶の 調査にお い て は

単語の 長 さの 影響は見 る こ とがで きず ， グル
ープ間 に有意差は見 られなか っ た 。 これ らの 結果か
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ら，本研究結果に於 ける被験者の作動記憶に於 い て は ，研究課題（1）で挙げた 「英単語の 長さは意

味を記憶する場合 に影響を与 えるか1 につ い て は ， 影響を与 えるので はないか と考えられ る。

表 2
記述統計　各グル

ープの 単語テ ス トの 結果

rou 　 　 度 数 　 　 平 均 　 標 準 偏 差 　 Min　 　 Max
　

十

−
晶．
R

肝

合

1　　　　 26
2　　　　 26
3　　　　　 26

合計　 　　 78

54　65　　　　6，566　　　　　38
51，00　　　　7，462　　　　　32

53．00　　　　5　892　　　　　39
52．S8　　　　6　754　　　　　32

00006666

PTt　 　　　 　　 　 1　　 　　 26
シ ラ ブル 1　　　 2　　　　 26

　 　 　 　 　 3　 　　 　　 26

　 　 　 　 　 合計　　　　7s

1B．69　　　 1　934　　　　 13

17．58　　　　2　4e3　　　　　 9

1B　35　　　　1　696　　　　　　13

18．21 　 　 2060 　 　 　9

00002222

PTI　　 　　 　　 　 1　　 　　 26
シ ラ ブル 2 　　 2　 　　 26

　 　 　 　 　 3　 　　 　 26

　 　 　 　 　 合計　　　　78

17．58　　　　3，202　　　　　 9
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表 3
分散分析結果　 単語テス トの結果
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表 4

多重比較 単語テス トの結果の 比較 TUkey　HSD
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40．5 ・

40，0
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−
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続制群　実験群 1実験群2

図 1PTI，合計の 平均， 図 3PT2 ，合計の平均，

　各グ ル
ー

プ の得点順位 は，シ ラブ ル 数が 3 の 単語群で も統制群 が 18．3語 ，実験群 2 が 17．9 語，

実験群 1 が 16，7 語 の 得・点で ，Post・Test・1の 合計点の 分析結果 と同様 の 順位 とな っ た。

　実験群 1 はテ
ープに録 音され た英単語 の 発 音を聴 き，そ の 後 に置かれ た 4 秒間の ポ ーズ で 英 単

語 とそ の 日本語訳が書かれた紙 を見なが ら 2 同 リ ピー
トす る の で ， 知 らない 英単語 の リピー トに

集 中しすぎる と ， 時間的に余裕が無く， N本語の 意味にまで 注意が行か ない 可能性が考え られ る 。
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一
方 ， 実験群 2 は聴い た英語を リ ピー トしなが ら紙に書かれて い る 日本語訳も声を出して 2 回音

読するの で作業としてはかな り忙しい
。 リピー トする速度 も実験群 1 よ り速くしなくて はならな

い
。 しか し ， 日本語 は母 語であ るた め ， 馴染みの ある単語 を声 に出 して 音読す るこ とで

， 自分の

メ ン タル レ キ シ コ ン に ある情報 と結び 付け られ，意味が印象付け られ た可能性 も考え られ る。

Craik　and 　Lockhart（1972）の 記 憶にお ける処 理 水準理 論で は，意味的処理 は
一一

番深 く，続 い て 音韻

的処理 ，形態的処 理 の 順で 浅 くな っ て い くと されて い る。実験群 1 は知 らない 英 単語をただ音韻

的に 処 理 す る余裕 しか なか っ た か も しれない が
， 実験群 2 の行 っ た 日本語の 音読 は英語 だけ の リ

ピー トよ り， 意味的処理 に深 く影響 を与えたの で はない か と考え られ る 。 それゆ え， 本研 究にお

ける単語テ ス トにおい て実験群 1 より多くの 単語の 意味を思い 出す こ とが で きた の で は ない か と

推測 され る 。

　統制群 はテ
ープで 英単語の 発音を聴 くだ けで声を出して の 作業はな い

。 しか し，録音テ
ープは

他の 2 っ の 実験群と同じテ
ープを使用 して い るため ， 英単語を聴い た直後に は，実験群と同じ 4

秒間の ポーズが置かれて い る 。 その ため，そ の 4 秒問の ポーズ を利用 し，英単語 と単語 リス トに

書かれ て い る単語 の 意味を頭の 中で リピー
トする余裕が あ っ た の で はない だろ うか。更に実験群

2 と同様，聴い た もの をメ ン タル レ キ シ コ ン にある情報 と結び 付ける時間的余裕 も F一分にあ っ た

と推測され， 口本語訳 をし っ か り覚えるこ とが で きたの で はない か と考え られ る。

　Post　 Test　2 で は合計点にお い て も，シ ラ ブル 数 の違 う単語 におい て も有意差は出て い ない 、， し

か し，声を 出し て リ ピー トを した実験群 1 と 2 が微妙 に統制群よ り平均点が高 くなっ て お り， 得

点順位は上 か ら，英語 を声に出して リピー トし 日本語 の 音読を した実験群 2， 英語だけを リピー

トした実験群 1
， 声を出 さない 統制群の 順で あ っ た （図 3， 表 2，3，4）。

こ の 結果か ら， 声を 出 し

て リピー トす る こ とで ，長期的に記憶に残 る 卩∫能性がある こ とが考え られる 。 しか し，有意差が

出て い ない の で 断定はで きず，研究課題 （2）の 「英単語学習に於 い て ， 声を出 して の リ ピーテ ィ

ン グは意味記憶の 効果 を高めるか」， につ い て は再度調査が必要で ある 。

　研 究課題 （3） 「英 単譜を リピー トす る時，同時に行 う日本語訳 の 音読は英単語 の 意味記憶を向

上 させ るか」 に つ い て も，
2 つ の 実験群を比 べ てみ る と ， 全般的に は実験群 2 の結果が実験群 ユ

の 得点よ り高か っ た も の の ，ほ とん どの結果で 有意差が見 られ て い ない 。更に ，PTI におい ては

統制群が
一
番 得点が高か っ た こ とか ら，日本語 の 音読に於 い て は，どの よ うな場合に音読は効果

があ るの か ，方法や条件な ど他 の 要因を考慮に入れた別 の 角度か らの 更なる調査 が必要で ある と

思われ る。

4．考察

　本研究で は ， 第二 言語で未知の 単語を記 憶する場合， テ
ープで聴 い た英単語 を リ ピー

テ ィ ン グ

した 時， どの よ うな効果が 見 られ るか を調査 した。 リピー
テ ィ ン グは，現在殆 どの 学校で授業 に

取 り入れ られ て お り， リス ニ ン グや リ
ー
ディ ン グだ けで な く，熟語を記憶 した り新出単語を覚 え

た りする揚合に も使用 されて い る 。 そ れゆえ，第二 言語 の 授業に とっ ては 重要 な語学練習方法の
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ひ とっ で ある 。

　本研究の結果か ら考え られ る こ とは ，第二 言語で ある英語学習に於い て，未知の 英単語 の 意味

を記憶す る場合，い ろい ろな状況によ っ て様 々 の 方法が考 えられ る の で はない か とい うこ とで あ

る。声を出 して 英単語 を何回か リピー トし，記憶す る方法 も 1 つ の 方法で あるが ， リピー トする

効果 も状況に よ っ て 変わ る可能性 が ある。意味 を記憶す る揚合は ， まず ， じっ くり見て覚えた方

が ，声を出 して リピー トするよ り記憶 しやすい とも考 えられ る。 音声を聴い て記憶す るだけでな

く ， 長期記憶の 中に既にある知識 と関連 させ なが ら記憶して い くこ とが推測で き ， 他 の 様 々 な要

因が関連 して くる と思われ る 。 本研究で は，殆ど の 結果に有意差が見 られ なか っ た が，その こ と

も，効果的な学習方法を考える ヒで ，多様な要因が絡み合 う第二 書語指導の難 し さを示 して い る

と言 えるの で は ない だ ろ うか。
一

般的に，授業で は 1 ク ラス ，約 35 人か ら 40 入の 学生 を指導す

る場合が多い 。 こ の よ うな大人数 の 学生 を指導する場合，
よ り効果的な学習方法の 開発は非常に

重要にな っ て くる。そ の よ うな状況の 中で ， リピー
テ ィ ン グを利用 した学習方法 の 開発 は ， 授業

に於い て大 きな役割を果たす に違 い な い と思われ る。本研究で使用 した単語 リス トや 単語テ ス ト

の 方法 ， 英単語の リピー
トの 仕方に つ い て も更 に考慮の 必 要性が感 じ られるが ， 先行研究や本研

究の 結果 を参考 にしつ っ 更なる調査 を行 い
， 学生達 の 英語力 の 向上に役立 てた い と考えて い る。
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資料 1　 リピー
トした英単語と単語テ ス トの1樮序

1sha
峨 サメ wate 幽 II滝 m 血 」al お互 いの i帥 。旧 n。e 無知 畔 aise 賞賛する butcher 肉屋

即 ne 遺伝子 sirnmer 弱火で 煮る sa 酒 ne 鰯 （い わし〉 peak 頂上 r湘 onal 合理 的な 勵 eman 漁師

QUIZ　1 （ρ。st　te就 1＞

2vet
獣医 。 聯 nize 整理する cabin 小屋 no 加 n 観念 maGke 剛 鯖（さば） rude 粗野な

P 。 ur 注ぐ mat 鵬 熟した applicant 応募者 eel うなぎ Bbeping 　bag 寝袋 plumber 配管工

QU 【Z　2 （P ・就 te就 1）

3u
比imate 究 極の sprlnkle ふ りか ける snaP 隙 鯛（た い） 。鄲 enter 大 工 Gl肝 断崖 Glue 手 がか り

pr。俺 利潤 chimney 煙突 spmuts 芽キャベ ツ va 邸 」e あい まい な subs   代入する o   us タコ

QUZ 　3 （post 　tes し1）

4dive
旧 e 多様な seal ア ザラシ balCQny ベ ランダ spinach ほ うれん そう 就鮒 e 飢える P 。v飢 y 貧困

primitlve原始 的な 悟 te 運 命 cucumber きゆ うり hall廊下 walrus セイウチ i目悟 α t 伝染する

QU に 4 （P 。 st 　te就 1）

5distir

幗uish

見 分 ける

sea 　dragon

タツノオ トシゴ
di面 じt 地区 shutter 雨戸 raw 生 の

　　一
peas 豆

peel 剥く Gn 」。ial決定的な audlence 聴衆 crab 蟹 e 脚 lantなすび 肋 pla。 e 暖炉

QU に 5 （P 。 stte 就 1）

3 日後の 単語テ ス ト（p。st　test　2）
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資料 2

QUIZ　ll

，slmmer 　 　 　 　 2．mutual

7，gene＿ 　　　　　8．　rationa1　一

（A ）頂 上　　　 （B）サ メ

〔G）弱 火 で 煮 る　 （H）無知

3．sardine 　　　　　　　4．　butcher

9．ignorance＿ 　　10．　praise　＿

（C）合理的な　　 （D）遺伝 子

σ）賞賛する　　 （J）肉屋

5．fishemman

l1．waterfa皿

（E）鰯 （い わ し）

a（）漁師

6．Shhadk12

．peak

（F）お 互 い の

（L）滝

QUlZ　2Lapphcant

＿ 　　2．　cabin ＿

7．notion ＿ 　　　　8’sleeping 　bag−

（A ）熟 した　　 （B ）整理す る

（G）うなぎ　　 （H ）配管工

3，pour＿ 　　　　　4．　eel

9．rudc 　　　　　　　　　IO．　ma £ kere1

（C）鯖 （さば）　　（D）注 ぐ

σ）獣医　　　　 （J）小屋

5．organiZe 　＿＿

11．rnatLlre

（E）応募者

侭）粗野な

6．vet12

．plumber＿

G）観念

（L）寝袋

OUiz　3Lsprouts

　　　　　　2．　subSdtr 【te

7．chinmcy 　＿ 　　8．　snapper 　＿

（A ）利潤　　　　　（B）ふ りかける

（G ）大 工 　　　 （H ）究極 の

3．cliff 　　　　　　　　4．ultimate

9．pro貨t　　　　　　　　IO，　o σtopus＿

（C）煙突　　　　（D ）代入する

（1）鮹 （た い ）　　 （J）タ コ

5．vagu β ＿

11．箪pr回de ＿

（E）あ い ま い な

（K ）断崖

6．cluel2

．　carpenter

（F）芽キ ャ ベ ツ

（L）・十・ri弐力、り

QUlZ　4

1．　poverty　＿＿

7．　wa   ns

（A）きゅ うり

（G ）原始的な

2．seal　　　　　　　　 3，iUfect　　　　　　　 4．　divelse

8．1血 titive　＿ 9．　cu   b麗 ＿ 1膕 cony ＿

（B）運命　　　　（C）多様な　　　 （D）ア ザラシ

（H ）廊下　　　　（1）伝染する　　 （D セ イ ウチ

5，fatel1

，starvc

（E）ベ ラン ダ

（K ）貧困

6．haUl2

．　spinach

〔F）ほ うれんそ う

（L）飢える

QUIZ　5

Lpeas＿

7．crucia1

（A）タ ツ ノ オ ト

シ ゴ

（G ）なすび

2．sea （tragon　＿＿ 3．raw 　＿＿

8．distinguish＿ 　　　9．　crab ＿

（B）聴衆　　　　（q）決定的な

（H）地 区   暖炉

4．distriCt

lO．　aud 重  ce

（D ）蟹

（J）剥 く

5．peelll

，fireplace＿

（E）見分ける

  豆．

6．eggplant ＿

12．shし［ttcr

（F）雨戸

（L）生 の
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